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‐ 事業者支援を志向した化学物質リスク自主管理の情報基盤 | 「    :
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1)静岡県立矢学環境科学研究所, 2)横浜国立大学環境情報学府, 3)労働安全衛生総合研究所

1.背景・ 目的
化学物質の多種類:大量使用に伴う環境汚染に加え、都市社会・産業構造|の急激な変イヒ、リストラや

=年
退

職者の増加による安全技術の伝承不備、科学技術の高度化:複雑化t施設の老朽化等により、構造的な火災・

爆発・漏洩事故も増加傾向にあり、化学物質に関する多様なリスクがますます懸念されるよう||な ?てきて

いる。

化学物質の爆発や火災などの事故に伴うフィジカルリスクと、環境経由での人の健康合のリスクなどに関

しては、これまで国の所管官庁や自治体の担当部署が異なるため、連携したリスク評価・管理が十分になさ

れてこなかった。化学物質のフィジカルリスクと短期い長期健康リスクとを併せて総合管理することに関し

ては、GHSな どの国際的な取り組みとともに、国内でも関連の委員会や産業界から必要性が提言されている:

また、化学物質のリスク評価の範囲をライアサイークル全体 (素材製品～使用～廃棄・リサイクル)へ と拡

げることや、そのようなリスクを2020年までに最小イヒすることがt国際的な化学物質管理のための戦略的ア

プロ早チ (sAIcM)な ど、国際的な潮流とならている。さらに、ライフサイクルリスクの考え方については、

国ごとに整備されている統計情報も異なるため、我が国で実施可能な、́評価手法を検討する必要がある。

このような背景から、平成 19～21年度にかけて、文部科学省科学技術振興調整費科学技術導携施策群の効

果的・効率的な推進プログラム「ヽ事業者の化学物質リスク自主管理の情報基盤」という研究プロジエクトを

横浜国立大学で推進したるこのプロジェクトでけ、①曝露シナリオの網羅的な調査と化学物質の性質に応じ

た適用方法の検討、②リスク評価のために必要な既存情報、ツールの整理t③補間すべき情報の明確化と収

集、さらにt④ライアサイクルにわたるトータルリスク評価手法を検討しく代表的な事例とともに提示する

こととした:本稿では、プロジェクトの概要とこれまでの主な成果について紹介する。

2。 構築した情報プラツトホァムの概略  ‐
本研究ではt当 グル早プが収集・肇理できた情、報から( 卜早タルリスク評価に必要な情報を明確にし、さ

らにその情報を効率よく収集できる図 1のような情報プラットホームを構築した。情報プラツトホァムに搭

載される情報や検討事項を以下にまとめた。

(1)ハザード・物性情報・曝露情報
危険性情報、有害性情報、物性情報、排出量情報ギ曝露シナリオ情報、事故事例情報、環境モ■タリング

情報に関する既存情報を調査 :整理し、情報の効率的な入手や活用方法のためのテクニヵルガイドを作成
0

搭載した。またt亜急性 :亜慢性毒性情報(曝露シナリオ情報等の欠落する情報については、本研究で収集
0

整理したヽのを搭識したとその他に、関連の情報はできるだけとりまとめてtプラットホ
ー

^に
掲載するこ

ととした。

(2)リ スク評価のため|の情報予   |
測ツール

構築する情報プラツトホ=ム

フィジカル リネク評価ツ=
ル、1健康リスク評価ツール、ラ

イフサイクルアセスメン トツ

、ァル、各種環境中動態予測ツー

ル、物性値予測ツールなどに
/D

いて既存情報をとりまとめる

とともに、/評価ツ¬ルの効率的

な活用方法のためのテクニカ

ルガイ ドを作成・搭載した。主

要な曝露シナ リオを予測する

ためのスクリァニング手法を

検討したふ
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・有害性情報
・物性情報
・発生源情報
・用途・工程情報
・排出量情報
・環境モニタリング情報
0事故事例情報
:曝露シナリオ情報 など
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フ構築する情報プ

・既存外部情報とのリンク
(国内外)
・欠如情報を補間(亜急性)
"情報検索・利用のための
テクニヵルガィダンス作成

10,不夕評価のためのツール
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を推定‐ るJ

霧
定

不足する情報、現在評価

されていない曝露シナリオを

明確化して、問題提議

・リスク関連情報を効率的に
入手できる

:主要な晴露シナリオが推定、
曝露量等が推定できる

・化学物賞のライフサイクル
に亘るリスク評価手法
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(3)ラ イフサイクルに亘るヽリスク評価事例

事例作成対象物質として、比較的高いリスクが懸念される化学物質 (高懸念化学物質)の中から、各省庁
の取り組みと重複しない物質として、関連省庁とも相談しながら 2物質、HBCD(1,2,5,6,9,10‐ベキサプロモ

シクロドデカン)と PFOS(ペルフルオロオクタンスルホン酸)を選定した。これらについて、ライフサイク

ルリスク評価のための情報を収集 ,整理するとともに、多様なリスク評価事例の作成を試み、その結果を搭

載した。事例作成の過程ではtライフサイクルリ不クの評価手順や必要な情報を明らかにするとともに、不

足する情報t現在評価されていない、または評価できない事項を明確化して、今後の課題としてとりまとめ

た。

3・ 情報基盤活用のための課題と展望    |
情報基盤が益々活用され、また今後発展していくための今後の課題と展望について以下にまとめた。

(1)情報基盤整備における目的の共有と今後の展開

これまでの化学物質リスクの情報基盤は、関連省庁が所管する業務や法律ごとに整備されてきたため、共

通の情報基盤が存在しなかつた。これに対し、筆者らが担当する研究プロジェタトでは、関連省庁と導携し

て,°「化学物質のライフサイクルに亘る科学的なリスク評価について、どこまでできるのかtどのような情報

が足りないのか」という目的・問題意識を共有して、国内外の化学物質り、スク関連情報を体系的に収集して、

知的基盤となる情報プラットホームの構築を試みた。プロジェクトは終了したが、今後も情報の更新・拡充

を可能な限り推進するとともに、新たに情報活用方法についての研究成果についてもt搭載していきたい。
,(2)ソ スク情報の信頼性情報の拡充と評価結果の限界の認識    

｀

リスク評価結果には必ず不確実性が伴う。リスク評価のための全ての情報がそろうことはまれでありtあ

る限られた量の情報、不確実性を持つ情報から、リスタ評価を行わなければならない。本情報基盤のリンク

集では、情報源の信頼度について評価結果があればこれも記した。このような、事業者らが自主管理等を行

うための信頼性の高い情報の効率的な収集方法、信頼性の判定方法に関する情報の充実が今後も必要になる

と考えられる。

(3)IT活用による情報基盤の発展の可能性
ヽ情報基盤整備においても |
ITの有効活用は重要である。
環境情報戦略においても、環

境情́報のあるべき姿として、

情報の整備の各段階で汎用性

のある IT活用が挙げられて
rい
るι環境 GISな どの化学物

質の環境排出の状況と化学物

質の毒性 (バザー ド)に関す
る情報を独自に解析して、地

図化して公表している例があ

る。このよ うな分かりやすい

情報の発信が益々促進される

ことは非常に有用であり、今

後の発展に期待したいιさら

に情報基盤の更新の自動化、
‐括検索機能など、利用者や

情報発信者の作業効率の向上

等にも IT技術の今後の可能

性に期待したい。
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図2 本研究プロジ上クトの情報発信ホームパ∵ジ
(http:〃wwwoalshin・ yni.acjP/Fenkei/)
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